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法政大学大学院研修生・委託研修生・特別研修生規程 

 
規定第４４２号 

  

一部改正 1996年 4月 1日 1997年12月 1日 

2003年 4月 1日 2005年 4月 1日 

2011年 4月 1日 2013年 4月 1日 

2016年 4月 1日 2020年 4月 1日  

 

（目的） 

第１条 この規程は，本大学院学則第５０条の２，第５１条及び第５２条で各々規定する研修生，委託

研修生及び特別研修生（以下，「研修生等」という。）について必要な事項を定める。 

（資格） 

第２条 研修生等として入学できる者は，本大学院学則で示す修士課程の入学資格に適合する者とする。 

（研修生） 

第３条 本大学院正規課程を目指し，研修生として入学を希望する者について，入学試験の成績に応じ，

各研究科の基準に従って選考し，研究科教授会の議を経て，総長が入学を許可する。 

（委託研修生） 

第５条 国内外の大学，公共団体，又はその他の機関からの委託研修生については，随時各研究科の審

査を経た後，研究科教授会の議を経て，総長が入学を許可する。 

（特別研修生） 

第６条 協定等により受け入れる特別研修生については，当該研究科専攻の特別な選考及び審査を経た

後，研究科教授会の議を経て，総長が入学を許可する。 

（研修期間） 

第７条 研修生及び委託研修生の研修期間は，１年以内とする。ただし，１年に限り継続を認めること

ができる。その場合は，研修期間延長願を提出し，指導教授の承認及び研究科教授会の議を経て，研

究科長が延長を許可する。 

２ 特別研修生の研修期間は，前項にかかわらず，当該研究科専攻の指定する期間とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず，委託研修生として受け入れる国費外国人留学生の研修期間は，文部科

学省が許可した期間とする。 

（指導料等） 

第８条 研修生等は，別に定める指導料等を納入しなければならない。 

（単位の認定） 

第９条 研修生等は，履修した科目につき試験を受けることができる。試験に合格したときは，授業科

目（単位）として認定する。 

（規程の改廃） 

第１０条 この規程の改廃は，研究科長会議の議を経て，職務権限規程に基づき行うものとする。 

付 則 

１ この規程は，平成元年４月１日から施行する。 

２ １９９６年４月１日 規程名，第１条，第２条，第３条，第４条，第５条，第６条，第７条，第８

条，第９条を変更 

３ １９９７年１２月１日 第６条を変更 

４ ２００３年４月１日から第６条第２項を改正施行し，２００３年度入学者から運用する。 

５ この規程は，２００５年４月１日から第２条，第４条，第５条，第６条第１項を改正し，施行する。 
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６ 大学院学則の改正に伴い，この規程の第１条及び第２条を改正し，２０１１年４月１日より施行す

る。 

７ この規程は，２０１３年４月１日より第１条，第２条，第６条，第７条及び第８条を一部改正する。

また，第６条を新設し，以下条を繰り下げ，施行する。 

８ この規程は，２０１６年４月１日より第１０条を一部改正し，施行する。  

９ この規程は，２０２０年４月１日より第１条，第２条，第３条，第５条，第６条，第７条，第８条，

第９条を一部改正し，施行する。 

（追５３） 


